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例
年
九
月
定
例
会
は
、
十

七
年
度
の
各
会
計
の
決
算
が

主
な
審
議
対
象
と
な
り
ま
す
。

　
本
町
は
一
般
会
計
を
始
め

と
し
て
七
会
計
あ
り
ま
す
が
、

運
営
状
況
は
と
い
う
と
基
金

の
取
り
崩
し
や
、
他
の
会
計

か
ら
の
繰
入
に
よ
り
収
支
の

バ
ラ
ン
ス
を
取
ら
ざ
る
を
得

な
い
、
誠
に
厳
し
い
も
の
に

な
っ
て
い
ま
す
。 

  

◇
議
員
定
数
協
議 

　
九
月
十
九
日
、
一
般
質
問

終
了
後
の
全
員
協
議
会
に
お

い
て
、
三
月
定
例
会
号
、
六

月
定
例
会
号
に
掲
載
し
て
お

り
ま
し
た
”定
数
削
減
案
“に

つ
い
て
、
前
回
の
協
議
内
容

を
踏
ま
え
、
五
回
目
と
な
る

協
議
を
し
ま
し
た
。 

　
定
数
削
減
に
つ
い
て
は
、

十
五
対
一
の
賛
成
多
数
で
し

た
。 

　
削
減
数
（
何
名
に
す
る
か
）

に
つ
い
て
は
十
二
月
定
例
会

の
中
で
協
議
を
行
い
、
最
終

本
会
議
に
議
員
提
案
と
し
て

議
案
を
上
程
し
、
そ
の
結
果

は
十
二
月
定
例
会
号
（
Ｎ
Ｏ．

一
五
八
号
）
で
お
知
ら
せ
し

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。 

  

◇
開
か
れ
た
議
会 

　
　
運
営
に
努
め
る 

　
議
会
と
し
ま
し
て
も
定
数

削
減
数
を
含
め
、
多
く
の
諸

問
題
、
ま
た
町
が
進
め
て
い

ま
す
「
行
財
政
改
革
」
に
全

面
的
に
協
力
し
て
い
き
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。 

　
議
員
各
位
が
”熟
慮
断
行
“ 

（
十
分
に
考
え
た
上
で
思
い

切
っ
て
実
行
に
移
す
こ
と
）

と
い
う
言
葉
を
十
分
理
解
し
、

町
民
皆
様
の
「
代
弁
者
」
と

し
て
町
政
に
”邁
進
“（
心
を

ふ
る
い
立
た
せ
て
突
き
進
む

こ
と
）
し
、
町
民
の
皆
様
に

わ
か
り
や
す
い
開
か
れ
た
議

会
運
営
に
努
め
て
ま
い
る
所

存
で
あ
り
ま
す
。 

町長に決算審査意見書を提出する 
本園監査委員（写真中央）と今村監査委員（写真左） 

　
平
成
十
七
年
度
須
恵
町
一

般
会
計
、
特
別
会
計
な
ら
び

に
水
道
事
業
会
計
に
つ
い
て
、

監
査
委
員
に
よ
る
決
算
審
査

が
六
月
〜
八
月
に
か
け
て
実

施
さ
れ
、
そ
の
結
果
が
意
見

書
と
し
て
八
月
三
十
日
、
町

長
に
提
出
さ
れ
ま
し
た
。 

 

◇
一
般
会
計
◇ 

　
町
債
の
発
行
、
債
務
負
担

行
為
の
設
定
に
当
た
っ
て
は
、

将
来
に
わ
た
る
財
政
の
健
全

性
の
確
保
に
十
分
な
配
慮
が

望
ま
れ
、
今
後
一
層
諸
経
費

を
削
減
す
る
と
と
も
に
、
施

策
の
緊
急
度
を
的
確
に
把
握

し
、
行
政
の
簡
素
化
・
効
率

化
に
努
め
、
計
画
的
な
行
政

運
営
に
よ
っ
て
、
健
全
財
政

の
推
進
を
図
る
こ
と
が
肝
要

で
あ
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。 

 

◇
国
民
健
康
保
険
　
　
　

　
　
　
　
　
特
別
会
計
◇ 

　
国
保
運
営
の
根
幹
を
な
す

自
主
財
源
の
確
保
は
大
変
重

要
な
こ
と
で
あ
り
、
今
後
と

も
税
の
確
保
に
は
鋭
意
努
力

さ
れ
る
こ
と
を
お
願
い
し
た

い
と
同
時
に
、
い
か
に
医
療

費
を
抑
制
す
る
か
が
大
き
な

課
題
で
す
。 

　
町
民
に
対
す
る
健
康
へ
の

啓
蒙
・
啓
発
は
も
ち
ろ
ん
の

こ
と
、
各
種
健
診
に
よ
る
早

期
発
見
・
早
期
治
療
の
推
進

お
よ
び
予
防
対
策
の
実
施
な

ど
保
険
事
業
の
充
実
・
強
化

を
図
ら
れ
、
健
康
対
策
さ
ら

に
は
保
険
財
政
の
健
全
化
に

つ
な
げ
て
い
た
だ
き
た
い
と

思
い
ま
す
。 

◇
老
人
保
健
特
別
会
計
◇ 

　
町
に
お
い
て
は
、
こ
れ
ま

で
以
上
に
住
民
健
診
・
健
康

相
談
・
訪
問
事
業
等
を
始
め

と
す
る
予
防
事
業
の
充
実
を

図
る
と
と
も
に
、
高
齢
者
も

一
人
一
人
が
健
康
に
関
心
を

持
ち
、
健
康
で
生
き
が
い
を

持
っ
て
暮
ら
す
こ
と
が
で
き

る
よ
う
願
う
も
の
で
す
。
　

　
な
お
、
本
制
度
に
つ
い
て

は
、
二
十
年
度
よ
り
新
た
に

新
老
人
医
療
制
度
と
し
て
、

県
内
を
一
本
化
し
た
連
合
組

織
と
し
て
発
足
す
る
予
定
で

あ
り
、
今
後
協
議
が
重
ね
ら

れ
る
と
思
い
ま
す
が
、
新
制

度
に
つ
い
て
は
、
よ
り
良
い

事
業
体
制
の
構
築
を
望
み
ま

す
。 

◇
公
共
下
水
道
事
業
　
　

　
　
　
　
　
特
別
会
計
◇ 

　
自
主
財
源
と
も
い
え
る
受

益
者
負
担
金
お
よ
び
下
水
道

使
用
料
は
、
下
水
道
事
業
の

普
及
に
よ
り
昨
年
度
に
比
べ

て
増
収
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
な
お
、
県
支
出
金
は
基
準

値
を
上
回
っ
た
た
め
カ
ッ
ト

さ
れ
て
い
ま
す
。 

　
普
及
状
況
は
、
昨
年
よ
り

増
え
、
全
人
口
の
約
四
割
と

な
り
、
計
画
に
対
し
て
も
先

行
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
水

洗
便
所
化
は
処
理
人
口
の
約

七
割
弱
の
状
況
で
す
。 

　
借
入
額
は
昨
年
と
同
様
で

十
七
年
度
末
の
未
済
額
は
、

五
十
億
円
を
超
え
ま
す
。
　

　
今
後
も
下
水
道
整
備
事
業

の
続
行
に
伴
い
借
入
額
も
増

え
る
こ
と
が
予
測
さ
れ
ま
す
。 

　
事
業
の
推
進
に
当
た
っ
て

は
、
経
費
面
を
考
慮
し
た
効

率
の
良
い
事
業
展
開
を
お
願

い
し
ま
す
。 

◇
農
業
集
落
排
水
事
業
　

　
　
　
　 

特
別
会
計
◇ 

　
平
成
十
一
年
度
か
ら
十
六

年
度
ま
で
、
町
債
の
借
入
は

発
生
し
て
い
ま
せ
ん
で
し
た

が
、
十
七
年
度
は
「
資
本
費

平
準
化
債
」
と
し
て
借
入
が

発
生
し
ま
し
た
。 

　
現
在
は
維
持
管
理
業
務
が

主
な
も
の
と
な
っ
て
い
ま
す

が
、
今
後
は
維
持
管
理
に
か

か
る
コ
ス
ト
の
問
題
が
懸
念

さ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す

の
で
、
コ
ス
ト
削
減
に
つ
い

て
は
十
分
留
意
さ
れ
る
よ
う

望
み
ま
す
。 

◇
水
道
事
業
会
計
◇ 

　
十
五
年
度
か
ら
の
第
六
次

拡
張
事
業
は
、
十
七
年
度
末

に
完
了
し
ま
し
た
。 

　
一
方
、
水
需
要
の
増
は
全

く
望
め
な
い
中
、
福
岡
地
区

水
道
企
業
団
へ
の
受
水
費
の

急
増
に
よ
り
給
水
原
価
を
押

し
上
げ
、
給
水
利
益
の
減
少

と
な
っ
て
い
ま
す
。 

　
水
道
事
業
は
企
業
債
の
償

還
が
多
額
で
、
経
営
を
圧
迫

し
て
い
ま
す
が
損
益
勘
定
留

保
資
金
で
補
わ
れ
、
何
と
か

運
営
さ
れ
て
き
て
い
ま
す
。

　
今
後
、
水
道
料
金
の
改
定

も
検
討
し
な
が
ら
当
面
は
徹

底
し
た
経
費
節
減
に
取
組
み
、

計
画
的
な
財
政
運
営
に
よ
っ

て
経
営
の
安
定
化
を
図
る
こ

と
が
望
ま
れ
ま
す
。 

町
財
政
　
弾
力
性
を 

  
失
い
つ
つ
硬
直
化
進
行 

〜
平
成
十
七
年
度
決
算
審
査
意
見
書
要
旨
〜 

長澤　誠司 議長 

９月議会を終えて 

議
　
長
　
通
　
信 

町長報告 
◇
三
回
の
社
会
実
験 

　
　
　
延
長
を
経
て 

　
平
成
十
六
年
十
二
月
十

八
日
よ
り
国
土
交
通
省
、

福
岡
県
等
と
共
同
で
須
恵

ス
マ
ー
ト
イ
ン
タ
ー
チ
ェ

ン
ジ
の
社
会
実
験
を
実
施

し
て
き
ま
し
た
。 

　
そ
の
後
、
三
回
の
実
験

延
長
を
経
て
、
現
在
本
年

九
月
三
十
日
ま
で
の
実
験

を
実
施
し
て
い
ま
す
。 

　
そ
の
間
、
平
成
十
八
年

二
月
十
五
日
よ
り
四
分
の

四
の
フ
ル
イ
ン
タ
ー
と
な

り
利
用
台
数
も
漸
次
増
加

し
て
い
ま
す
。 

　
社
会
実
験
を
開
始
し
た

平
成
十
六
年
十
二
月
の
日

平
均
台
数
は
二
百
九
十
九

台
で
し
た
が
、
本
年
七
月

二
十
八
日
に
は
二
千
八
百

一
台
と
過
去
最
高
を
記
録

し
て
い
ま
す
。 

 

◇
本
格
運
用 

　
こ
の
よ
う
な
状
況
に
お

い
て
、
平
成
十
八
年
七
月

十
日
に
国
土
交
通
省
よ
り
「
ス

マ
ー
ト
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ

制
度
実
施
要
綱
」
が
発
表
さ

れ
、
本
格
運
用
に
向
け
て
の

手
続
き
が
示
さ
れ
ま
し
た
。 

　
こ
れ
に
基
づ
き
、
協
議
会

に
お
き
ま
し
て
も
「
高
速
自

動
車
道
法
」
に
基
づ
き
、
町

道
よ
り
高
速
に
乗
り
入
れ
る

た
め
の
「
連
結
許
可
申
請
書
」

を
作
成
し
、
そ
れ
ぞ
れ
八
月

十
七
日
に
国
土
交
通
省
へ
提

出
し
て
い
ま
す
。 

　
こ
れ
が
許
可
に
な
る
と
、

十
月
一
日
よ
り
本
格
運
用
と

な
り
ま
す
。 

　
名
称
も
全
国
的
に
「
Ｓ
Ａ
、

Ｐ
Ａ
」
な
ど
は
除
か
れ
、
Ｅ

Ｔ
Ｃ
限
定
Ｉ
Ｃ
「
須
恵
ス
マ

ー
ト
Ｉ
Ｃ
」
と
な
る
予
定
で

す
。 

　
本
格
運
用
後
も
、
協
議
会

を
存
続
さ
せ
将
来
的
な
整
備

を
含
め
、
協
議
を
行
っ
て
い

く
予
定
で
す
。 

中嶋　裕史 町長 

須
恵
パ
ー
キ
ン
グ
エ
リ
ア
・ 

　
ス
マ
ー
ト
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ 


